
76

　

我
が
国
で
は
、
近
年
マ
ス
コ
ミ
に
お
い
て
も
京
劇
を
中
心
と
す
る
伝
統

地
方
劇
に
関
す
る
ト
ピ
ッ
ク
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
数
年

前
に
は
、
日
本
歌
舞
伎
界
の
著
名
な
役
者
が
、
古
典
劇
中
で
も
最
高
度
の

表
現
技
術
が
要
求
さ
れ
る
崑
曲
の
傑
作
に
敢
え
て
挑
戦
し
、
こ
れ
が
本
国

の
演
劇
界
で
も
大
き
な
話
題
に
な
り
、
漸
く
こ
の
分
野
に
対
す
る
関
心
が

高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
た
だ
、
こ
う
し
た
関
心
は
、
ユ
ネ
ス

コ
の
無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
上
記
二
劇
や
、
南
方
系
演
劇

で
現
在
最
も
人
気
を
博
し
て
い
る
越
劇
な
ど
に
偏
っ
て
い
る
。
ま
た
、
伝

統
地
方
劇
の
祖
と
も
言
う
べ
き
崑

曲
が
す
で
に
六
百
年
に
及
ぶ
歴
史

を
有
し
て
い
る
の
に
対
し
、
中
国

古
典
劇
の
代
名
詞
に
な
っ
て
い
る

京
劇
は
、
現
行
の
上
演
様
式
の
原

型
が
固
ま
っ
て
か
ら
二
百
年
足
ら

ず
、
越
劇
に
至
っ
て
は
僅
か
百
年

ほ
ど
し
か
経
っ
て
い
な
い
〝
若
い
〟

演
劇
で
あ
る
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
以
外
に
、

今
日
保
存
さ
れ
て
い
る
伝
統
地
方

劇
は
、
上
演
可
能
な
形
で
保
存
さ

中
国
伝
統
地
方
劇
の
諸
相
―
京
劇
・
崑
曲
・
越
劇
…
古
典
演
劇
の
昔
と
今
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れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
全
国
で
約
三
百
種
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の

ほ
と
ん
ど
は
頗
る
認
知
度
が
低
い
と
い
う
の
が
実
情
で
あ
ろ
う
。

　

現
行
の
伝
統
地
方
劇
の
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
話
を
始
め
る
前
に
、
や
や

煩
雑
に
は
な
る
が
中
国
の
古
典
演
劇
の
歴
史
に
つ
い
て
概
観
し
て
お
く

必
要
が
あ
ろ
う
。

中
国
演
劇
の
起
源
を
遡
る
と
、
先
秦
時
代
か
ら
唐
代
ま
で
は
断
片
的
な

史
料
が
残
さ
れ
る
の
み
で
、
本
格
的
な
演
劇
が
始
ま
る
の
は
市
場
経
済
の

発
達
と
人
口
集
中
が
顕
著
に
な
っ
た
宋
代
か
ら
で
あ
る
。
宋
代
の
各
都
市

に
は
多
く
の
演
芸
場
が
出
現
し
て
多
様
な
民
間
芸
能
が
演
じ
ら
れ
た
が
、

当
時
の
街
の
様
子
を
記
し
た
文
献
に
は
、
他
の
伎
芸
と
並
ん
で
「
劇
」
や

「
戯
」
の
文
字
を
含
む
何
種
か
の
演
芸
の
名
が
見
え
、
商
業
的
な
芝
居
の

興
行
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。人
間
の
俳
優
が
演
じ
た
雑
劇（
後

の
元
雑
劇
と
は
別
物
）
は
単
純
な
滑
稽
劇
で
、
演
劇
と
し
て
は
未
熟
な
も

の
だ
っ
た
が
、
傀
儡
戯
（
人
形
劇
）
は
種
類
が
多
く
、
懸
絲
傀
儡
（
糸
操

り
人
形
劇
）・
枕
頭
傀
儡
（
棒
使
い
人
形
劇
）・
走
線
傀
儡
（
空
中
操
作
の
糸

操
り
人
形
劇
）・
薬
発
傀
儡
（
花
火
つ
き
人
形
劇
）・
水
傀
儡
（
水
上
人
形
劇
）・

肉
傀
儡
等
と
細
か
く
分
類
さ
れ
て
お
り
、
と
り
わ
け
人
気
を
博
し
た
出
し

物
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。（
因
み
に
、
糸
や
棒
で
操
作
す
る
人
形
劇

は
今
日
大
陸
福
建
省
や
広
東
省
、
台
湾
等
で
伝
統
芸
能
と
し
て
保
存
さ
れ
る
ほ

蘇州の名勝留園内での崑曲実演の様子
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か
、
水
上
人
形
劇
は
中
国
で
は
滅
び
た
も
の
の
、
本
国
か
ら
伝
わ
っ
た
後
独
自

の
進
化
を
遂
げ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
ロ
イ
・
ヌ
オ
ッ
ク
劇
が
、
今
日
ベ
ト
ナ

ム
の
代
表
的
な
民
間
芸
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
る
）。
た
だ
し
、

宋
代
の
演
劇
に
つ
い
て
は
脚
本
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
実

際
の
上
演
形
態
は
よ
く
判
ら
な
い
。

中
国
の
演
劇
界
が
劇
的
な
発
展
を
遂
げ
た
の
は
、
元
王
朝
帝
国
の
成
立

以
降
で
あ
る
。
こ
の
北
方
異
民
族
支
配
の
王
朝
は
漢
族
の
芸
術
文
化
に
も

大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
が
、
演
劇
に
お
い
て
は
、
北
方
系
音
楽
の
圧

倒
的
な
優
勢
の
確
立
が
歌
曲
の
韻
律
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
従
来

複
雑
な
平
仄
の
ル
ー
ル
に
縛
ら
れ
て
い
た
曲
韻
の
規
格
は
緩
和
さ
れ
、
語

彙
選
択
の
幅
が
格
段
に
広
が
っ
た
た
め
、
演
劇
の
歌
詞
は
以
前
に
比
べ
遥

か
に
自
由
闊
達
な
表
現
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
、
蒙

古
族
の
抑
圧
下
で
漢
族
の
読
書
人
は
官
途
の
望
み
を
絶
た
れ
、
自
ら
の

本
領
で
あ
る
「
文
」
の
素
養
を
劇
作
に
注
ぐ
者
が
次
々
に
現
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
こ
う
し
て
、
中
国
の
演
劇
界
は
空
前
の
活
況
を
呈
し
、
中
国
演

劇
史
上
初
の
本
格
的
な
舞
台
芸
術
が
出
現
し
た
。
今
日
、
元
朝
期
を
代
表

す
る
と
さ
れ
る
文
学
…
元
雑
劇
の
誕
生
で
あ
る
。

元
雑
劇
と
明
の
南
戯

元
雑
劇
は
、
極
め
て
明
確
な
形
式
的
特
徴
を
持
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
原

則
と
し
て
一
劇
は
四
幕
構
成
、
唱
（
う
た
）
と
白
（
せ
り
ふ
）
が
交
互
に

組
み
合
わ
さ
れ
、
劇
中
で
歌
う
の
は
全
幕
を
通
し
て
主
役
の
み
で
（
一
人

独
唱
）、
唱
の
部
分
は
幕
ご
と
に
北
方
系
音
楽
（
北
曲
）
の
九
つ
の
宮
調
の

い
ず
れ
か
一
つ
に
属
す
る
歌
で
統
一
さ
れ
る
。
歌
詞
は
文
語
・
口
語
が
混

淆
し
た
独
特
の
韻
文
で
、
曲
ご
と
に
句
数
や
一
句
の
字
数
に
規
格
は
あ
る

が
、
規
格
外
の
字
あ
ま
り
も
大
幅
に
許
さ
れ
た
た
め
、
従
前
に
比
べ
て
長

短
の
変
化
が
大
き
く
、
躍
動
感
に
溢
れ
た
文
体
を
な
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
、
歌
い
手
が
感
情
を
自
在
に
表
現
で
き
る
歌
曲
を
得
た
元
雑
劇
は
、
配

役
の
構
成
や
演
目
の
内
容
面
で
も
め
ざ
ま
し
い
進
化
を
遂
げ
た
。
舞
台
に

立
つ
役
者
は
、
主
役
以
外
に
悪
役
（
浄
）・
道
化
役
（
丑
）・
脇
役
（
外
）・

毒
婦
役
（
搽
）
な
ど
役
柄
が
分
化
し
、
各
々
固
定
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

与
え
ら
れ
た
。
内
容
面
で
は
、
参
軍
戯
以
来
の
滑
稽
劇
か
ら
脱
し
、
歴
史
・

恋
愛
・
裁
判
な
ど
多
様
で
豊
富
な
テ
ー
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
ば
か
り
で

な
く
、
劇
全
体
の
筋
立
て
が
論
理
的
に
構
成
さ
れ
、
明
確
な
ス
ト
ー
リ
ー

性
を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
日
、
元
雑
劇
の
作
品
は
、
現
存
す
る
唯
一
の
元
代
刊
行
の
テ
キ
ス
ト

『
元
刊
雑
劇
三
十
種
』
を
筆
頭
に
、
臧
懋
循
編
『
元
曲
選
百
種
』
を
代
表

と
す
る
明
人
の
収
集
家
の
手
で
上
梓
さ
れ
た
数
種
類
の
選
集
の
中
に
相

当
数
収
め
ら
れ
る
。
冤
罪
に
よ
り
処
刑
さ
れ
た
若
後
家
の
怨
恨
を
綴
っ
た

「
竇
娥
冤
」、
匈
奴
の
王
に
嫁
い
だ
傾
城
の
美
女
へ
の
思
い
を
描
い
た
「
漢

宮
秋
」、
五
段
二
十
幕
と
い
う
異
例
の
長
編
恋
愛
劇
「
西
廂
記
」
な
ど
は
、

生
き
生
き
と
し
た

口
語
と
典
雅
な
文

言
が
調
和
し
た
傑

作
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
名
作
を
生
ん
だ

関
漢
卿
、
馬
致
遠
、

王
実
甫
な
ど
の
著

名
な
劇
作
家
は
ほ

と
ん
ど
元
朝
前
期

『元曲選』百種「漢宮秋」挿図
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に
集
中
し
て
お
り
、
後
期
に
な
る
と
曲
辞
の
彫
琢
に
拘
泥
す
る
風
潮
が
広

ま
り
、
演
劇
と
し
て
の
中
身
に
乏
し
い
陳
腐
な
模
倣
作
が
増
え
て
、
本
来

の
清
新
な
味
わ
い
が
急
激
に
失
わ
れ
て
ゆ
く
。

素
朴
な
民
間
芸
能
か
ら
本
格
的
な
舞
台
芸
術
へ
の
脱
皮
を
果
た
し
た
元

雑
劇
で
あ
る
が
、
明
代
に
な
る
と
北
方
系
音
楽
は
急
激
に
衰
退
し
、
南
方

系
音
楽
に
完
全
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
ま
た
、
元
雑
劇
は
曲
の
旋
律
を

記
し
た
楽
譜
を
ほ
と
ん
ど
残
さ
な
か
っ
た
た
め
、
現
在
で
は
メ
ロ
デ
ィ
復

元
の
手
段
が
な
く
、
当
時
の
上
演
を
舞
台
上
で
再
現
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
あ
る
。

　

な
お
、
北
方
系
の
演
劇
が
中
国
を
席
巻
し
た
元
朝
に
お
い
て
も
、
江
南

地
方
に
は
独
自
の
演
劇
が
残
っ
て
お
り
（
戯
文
）、
そ
の
脚
本
の
一
部
が

明
代
の
類
書
の
収
め
ら
れ
る
（『
永
楽
大
典
戯
文
』）。
こ
れ
ら
は
素
朴
な
土

着
演
劇
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
が
、
元
期
後
半
に
戯
曲
創
作
の
拠
点
が
南

方
に
移
る
と
、
高
度
に
発
達
し
た
北
方
雑
劇
の
影
響
を
受
け
た
戯
文
が
新

た
な
演
劇
へ
と
変
貌
し
て
ゆ
く
。
そ
し
て
、
元
末
に
温
州
の
文
人
高
明
が

名
作
『
琵
琶
記
』
を
著
す
に
至
っ
て
、
演
劇
界
に
お
け
る
北
方
系
か
ら
南

方
系
へ
の
流
れ
は
決
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。　

漢
民
族
の
明
王
朝
の
復
活
は
、
一
般
に
「
南
戯
」
と
総
称
さ
れ
る
南
方

系
演
劇
隆
盛
の
流
れ
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
る
。
南
戯
の
創
作
は
明
中
期

以
降
に
本
格
化
す
る
が
、
形
式
的
に
は
『
琵
琶
記
』
の
頃
か
ら
従
前
の
雑

劇
と
全
く
異
な
る
特
徴
が
あ
っ
た
。
ま
ず
、
一
劇
四
幕
と
い
う
幕
数
の
制

限
が
破
ら
れ
、
一
劇
が
数
十
幕
に
達
す
る
長
編
も
現
れ
た
。
歌
曲
は
当
然

南
方
系
音
楽
（
南
曲
）
を
用
い
、
一
幕
一
曲
調
、
一
人
独
唱
の
原
則
は
廃

さ
れ
、
通
常
は
複
数
の
俳
優
が
歌
い
、
時
に
は
合
唱
も
認
め
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
旧
来
の
様
々
な
形
式
的
制
約
が
打
破
さ
れ
た
南
戯
は
、

そ
の
創
作
が
当
初
か
ら
伝
統
的
な
文
人
作
家
の
手
で
担
わ
れ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
題
材
や
作
劇
法
が
元
雑
劇
と
は
明
確
な
違
い
を
見
せ
る
。
第
一

に
、
長
編
の
脚
は
単
純
明
快
を
本
領
と
し
た
雑
劇
よ
り
物
語
の
筋
立
て
が

格
段
に
複
雑
に
な
り
、
伏
線
・
ど
ん
で
ん
返
し
と
い
っ
た
手
法
を
多
用
し

て
紆
余
曲
折
に
富
ん
だ
ス
ト
ー
リ
ー
の
展
開
が
重
ん
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
波
乱
万
丈
の
展
開
を
持
ち
味
と
す
る
歴
史
物

語
や
纏
綿
た
る
心
情
を
歌
い
上
げ
る
恋
愛
譚
に
最
も
適
し
て
お
り
、
こ
の

二
つ
が
南
戯
の
主
要
な
題
材
と
な
っ
た
の
は
自
然
の
成
り
行
き
で
あ
ろ

う
。一

方
、
歌
劇
の
命
で
あ
る
唱
の
部
分
は
、
曲
辞
が
素
朴
な
口
語
調
が
後

退
し
、
時
間
の
経
過
と
共
に
修
辞
的
で
文
語
色
の
強
い
華
美
な
も
の
に

な
っ
て
ゆ
く
。
明
中
後
期
の
嘉
靖
・
万
暦
年
間
に
は
李
開
先
、
王
世
貞
、

湯
顕
祖
な
ど
の
高
名
な
劇
作
家
が
輩
出
し
た
が
、
当
時
一
流
の
詩
人
で
も

あ
っ
た
彼
ら
が
曲
辞
の
洗
練
・
彫
琢
に
特
に
意
を
注
い
だ
の
は
当
然
で
あ

り
、
時
に
は
歌
詞
が
歌
唱
困
難
に
な
る
場
合
す
ら
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
戯

曲
の
脚
本
が
、
必
ず
し
も
上
演
を
前
提
と
し
な
い
「
読
む
」
演
劇
…
レ
ー

ゼ
ド
ラ
マ
と
し
て
の
性
格
を
帯
び
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
こ
う
し

た
演
劇
の
文
字
芸
術
へ
の
傾
き
は
、
次
の
清
朝
中
期
ま
で
引
き
継
が
れ
る

こ
と
に
な
る
。

崑
曲
の
成
立

　

南
戯
の
音
楽
は
、
実
は
固
定
的
な
も
の
で
は
な
く
、
地
方
に
よ
っ
て

様
々
な
流
儀
が
あ
る
。
宋
元
時
代
に
発
祥
地
の
浙
江
省
温
州
か
ら
出
た
南

戯
は
、
元
末
明
初
か
ら
南
方
一
帯
に
広
が
り
は
じ
め
、
各
地
固
有
の
音
楽
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に
乗
せ
て
歌
う
形
が
定
着
し
た
。
こ
れ
を
「
腔
」
と
呼
び
、
各
地
方
の
名

を
冠
し
て
「
○
○
腔
」
と
称
す
る
。
ど
の
「
腔
」
も
南
戯
の
基
本
形
は
同

じ
で
あ
る
が
、
微
妙
な
節
回
し
の
違
い
に
よ
っ
て
観
客
の
反
応
に
も
大
き

な
相
当
の
開
き
が
あ
る
の
で
、
自
分
た
ち
の
歌
う
「
腔
」
が
観
衆
の
心
を

つ
か
め
る
か
ど
う
か
は
劇
団
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
明
初
に
は

浙
江
省
北
部
の
余
姚
腔
・
海
塩
腔
と
江
西
省
の
弋
陽
腔
が
人
気
を
競
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
他
を
圧
倒
す
る
ほ
ど
の
優
位
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
明
中

期
の
嘉
靖
年
間
に
な
る
と
、
江
蘇
省
崑
山
の
魏
良
甫
が
流
麗
甘
美
な
崑
山

腔
を
作
り
出
し
、
同
郷
の
梁
辰
魚
が
崑
山
腔
で
名
作
『
浣
紗
記
』
を
著
す

に
及
ん
で
、
崑
山
腔
に
よ
る
南
戯
「
崑
曲
」
は
た
ち
ま
ち
大
人
気
を
博
し

た
。
王
朝
が
名
実
共
に
爛
熟
期
を
迎
え
た
万
暦
年
間
に
は
、
耽
美
主
義
的

な
風
潮
と
も
相
俟
っ
て
、
崑
曲
は
江
南
一
帯
の
み
な
ら
ず
首
都
北
京
な
ど

で
も
圧
倒
的
な
支
持
を
得
る
こ
と
に
な
っ
た
。

王
朝
が
明
か
ら
清
に
移
っ
た
後
も
、
崑
曲
は
演
劇
界
に
君
臨
し
続
け
、

康
煕
年
間
に
洪
昇
『
長
生
殿
』
と
孔
尚
任
『
桃
花
扇
』
と
い
う
、
南
戯

の
粋
を
集
め
た
歴
史
劇
の
二
大
傑
作
が
生
ま
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
二
作

以
降
、
南
戯
は
ひ
た
す
ら
歌
詞
の
洗
練
に
傾
き
、
内
容
も
陳
腐
な
才
子
佳

人
物
語
が
繰
り
返
さ
れ
る
ば
か
り
で
、
題
材
的
に
も
手
法
的
に
も
完
全
に

行
き
詰
ま
っ
た
。
も
と
も
と
読
書
人
層
を
担
い
手
と
し
て
発
生
し
た
南
戯

が
、
技
巧
的
に
頂
点
を
極
め
た
後
に
マ
ン
ネ
リ
に
陥
る
こ
と
は
言
わ
ば
必

然
の
道
で
あ
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
当
然
な
が
ら
、
南
戯
作
品
は
文
人
作

者
の
自
己
満
足
に
終
始
し
、
広
範
な
民
衆
の
支
持
を
失
っ
て
ゆ
く
こ
と
に

な
っ
た
。

地
方
劇
の
発
展
と
現
代
社
会

も
っ
と
も
、
演
劇
の
人
気
は
翳
り
を
見
せ
る
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
後
も
高

ま
る
一
方
だ
っ
た
。
崑
曲
を
中
心
と
す
る
南
戯
が
大
衆
の
支
持
を
失
っ
た

の
に
代
っ
て
急
速
に
勢
力
を
伸
ば
し
た
の
は
、
全
国
各
地
で
地
元
の
音
楽

と
言
葉
を
基
調
と
し
て
発
達
し
た
独
自
の
地
方
演
劇
で
あ
る
。
そ
の
人
気

は
、
清
代
中
期
に
全
国
で
す
で
に
数
百
種
の
腔
（〝
高
腔
〟〝
秦
腔
〟〝
二
簧

腔
〟〝
西
皮
腔
〟
等
）
や
乱
弾
（〝
紹
興
乱
弾
〟〝
金
華
乱
弾
〟
等
）
と
呼
ば
れ

る
地
方
戯
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
。
こ
れ
ら
の
新
興
演
劇
は
、
地

域
に
密
着
し
た
小
規
模
の
私
設
劇
団
が
活
動
の
主
体
と
な
り
、
南
戯
の
題

材
の
改
編
や
地
方
特
有
の
伝
説
・
逸
話
の
脚
本
化
に
よ
っ
て
演
目
を
用
意

し
、
崑
曲
に
倦
ん
だ
観
客
を
獲
得
し
て
い
っ
た
。

中
国
の
地
方
戯
は
、
劇
種
の
多
く
が
川
劇
、
晋
劇
、
粤
劇
な
ど
同
地
の

古
名
を
冠
し
た
名
前
で
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
本

来
地
方
限
定
型
芸
能
の
色
彩
が
非
常
に
強
い
。
芝
居
は
地
元
の
方
言
で
演

じ
ら
れ
る
た
め
他
郷
人
に
は
理
解
そ
の
も
の
が
困
難
で
、
上
演
の
対
象
と

な
る
地
域
は
極
め
て
狭
い
範
囲
に
限
ら
れ
る
。
同
一
演
目
の
上
演
が
繰
り

返
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
劇
団
は
地
元
民
の
支
持
を
保
つ
た
め
常
に
新
た

な
出
し
物
を
用
意
し
て
目
先
を
変
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
、

地
方
劇
の
作
家
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
他
劇
の
動
向
・
評
判
を
気
に
配
り
、

題
材
・
技
巧
の
両
面
で
長
所
を
取
り
込
み
つ
つ
劇
の
質
的
向
上
を
図
る
の

で
、
し
ば
し
ば
異
な
る
地
方
劇
同
士
が
相
互
に
影
響
し
あ
い
新
た
な
劇
へ

と
発
展
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
典
型
が
京
劇
で
、
清
中
期
に
首
都
北
京

へ
進
出
を
果
た
し
て
脚
光
を
浴
び
た
徽
班
（
安
徽
省
の
劇
団
）
と
漢
劇
（
湖

北
省
の
地
方
劇
）
の
腔
が
融
合
し
て
今
日
の
主
要
な
曲
調
〝
皮
簧
腔
〟
が

形
成
さ
れ
、
清
王
室
の
特
段
の
庇
護
を
受
け
て
「
北
京
第
一
の
劇
」
の
座

を
不
動
の
も
の
に
し
た
。
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地
方
劇
が
隆
盛
を
極
め
た
清
末
か
ら
民
国
初
期
に
か
け
て
演
劇
界
は
百

花
繚
乱
の
様
相
を
呈
し
、
無
名
の
小
規
模
劇
団
が
台
頭
し
て
従
来
の
勢
力

図
を
塗
り
替
え
る
現
象
も
起
き
た
。
浙
江
省
紹
興
南
部
嵊
県
で
生
ま
れ
た

半
農
芸
人
に
よ
る
民
間
劇
「
小
歌
班
」
は
二
十
世
紀
初
頭
に
上
海
に
進
出

し
、
明
る
く
軽
快
な
音
楽
に
乗
っ
た
短
編
の
芝
居
は
、
上
海
市
民
の
嗜
好

に
合
致
し
て
大
成
功
を
収
め
た
。
そ
の
後
、「
小
歌
班
」は
男
女
混
成
の「
文

戯
」
時
代
を
経
て
女
優
の
み
に
よ
る
劇
へ
と
変
貌
、
現
在
は
「
越
劇
」
と

呼
ば
れ
、
南
方
で
は
京
劇
を
凌
ぐ
絶
大
な
支
持
を
獲
得
し
て
い
る
。

こ
の
二
劇
の
他
、
湖
北
省
・
安
徽
省
を
発
祥
地
と
す
る
「
黄
梅
戯
」
や
、

河
南
省
の
「
豫
劇
」、
あ
る
い
は
福
建
省
・
台
湾
で
の
支
持
が
厚
い
閩
南

語
劇
「
歌
仔
戯
」（
薌
劇
）
な
ど
は
と
り
わ
け
個
性
豊
か
な
古
典
劇
で
、

地
元
中
心
に
多
く
の
劇
団
が
活
動
を
続
け
、
今
な
お
根
強
い
人
気
を
保
っ

て
い
る
。
最
近
、
古
典
地
方
劇
の
映

像
は
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｔ
Ｖ
等
を
通
じ
て
簡

単
に
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

愛
好
者
の
多
い
劇
ほ
ど
ソ
フ
ト
も
豊

富
で
、
地
元
地
方
劇
専
門
の
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
設
け
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
Ｔ
Ｖ

局
も
珍
し
く
な
い
。

伝
統
劇
は
、
六
十
〜
七
十
年
代
の

文
革
の
嵐
の
中
で
激
し
い
弾
圧
を
受

け
、
一
時
期
そ
の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ

た
が
、
そ
の
後
は
息
を
吹
き
返
し
、

今
世
紀
初
め
に
制
定
さ
れ
た
非
物
質

文
化
遺
産
（
無
形
文
化
遺
産
）
法
で

民
間
文
学
、
伝
統
音
楽
、
舞
踏
な
ど

共
に
十
項
目
の
保
護
対

象
に
指
定
さ
れ
た
。
現

在
第
四
次
指
定
ま
で
で

百
六
十
以
上
の
劇
種
が

国
家
級
保
護
文
物
と
し

て
国
の
手
厚
い
保
護
を

受
け
、
全
国
各
地
で
古

典
地
方
劇
専
門
の
劇
団

が
活
動
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
劇
団
に
は
、
国

や
自
治
体
内
の
文
化

文
物
管
理
部
門
が
組

織
・
運
営
す
る
公
設
劇

団
と
、
自
主
採
算
で
活

動
す
る
私
設
劇
団
が
あ

る
。
前
者
は
公
的
な
文

化
事
業
の
一
環
と
し
て

無
形
文
化
の
保
護
育
成

を
目
的
に
設
置
さ
れ
る

も
の
で
、
概
ね
公
的
に

決
め
ら
れ
た
日
程
に
基

づ
い
て
公
演
活
動
を
行

な
う
。
劇
団
員
は
原
則

と
し
て
公
務
員
、
経
営

は
公
費
で
賄
わ
れ
、
自

治
体
に
よ
っ
て
は
専
用
劇
場
や
俳
優
養
成
所
な
ど
の
付
属
機
関
を
置
い 紹興市郷村部での私設劇団

による越劇上演の様子
温州市鹿城区仮設舞台での京劇上演の様子

福建省泉州梨園戯専用劇場
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て
い
る
。
私
設
劇
団
は
、
季
節
ご
と
の
恒
例
行
事
や
ス
ポ
ッ
ト
的
な
祝
儀

の
際
に
顧
客
の
注
文
に
応
じ
て
出
張
公
演
を
す
る
方
式
が
普
通
で
あ
る
。

規
模
は
十
数
人
か
ら
総
勢
百
人
を
超
え
る
公
設
劇
団
並
み
の
編
成
を
持

つ
も
の
ま
で
大
小
様
々
で
、
大
半
は
車
で
各
地
を
移
動
し
て
回
る
巡
業
公

演
で
あ
る
。
芝
居
の
上
演
場
所
は
大
劇
場
は
ま
れ
で
、
大
体
は
郷
村
部
の

神
廟
や
私
宅
に
設
け
ら
れ
る
固
定
舞
台
、
あ
る
い
は
臨
時
に
設
置
す
る
仮

設
舞
台
で
あ
る
。
二
〇
〇
九
年
の
現
地
調
査
の
際
は
浙
江
省
紹
興
市
と
温

州
市
、
福
建
省
厦
門
市
の
三
箇
所
で
私
設
劇
団
の
実
演
を
見
た
が
、
温
州

市
の
劇
団
は
年
に
二
百
回
以
上
も
公
演
が
あ
る
人
気
劇
団
で
、
自
前
の
仮

設
舞
台
や
電
光
板
を
車
に
積
ん
で
百
名
を
超
え
る
団
員
が
毎
日
の
よ
う

に
移
動
す
る
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。
一
方
、
紹
興
市
で
は
俳
優
・
楽
隊
合

わ
せ
て
団
員
十
人
と
い
う
一
座
が
、
村
の
土
地
神
廟
で
越
劇
を
演
じ
る
場

面
に
も
遭
遇
し
、
最
も
原
初
的
な
地
方
劇
上
演
の
映
像
を
入
手
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

こ
の
よ
う
に
、
伝
統
地
方
劇
は
国
家
的
な
文
化
保
護
政
策
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
本
来
の
大
衆
芸
能
と
し
て
の
意
義
を
保
て
る
か
と

い
う
こ
と
に
な
る
と
、
必
ず
し
も
展
望
が
明
る
い
と
は
言
え
な
い
。
例
え

ば
、
福
建
省
泉
州
の
梨
園
戯
は
明
中
期
以
来
約
六
百
年
の
歴
史
を
有
す
る

伝
統
劇
で
、
マ
リ
オ
ネ
ッ
ト
を
髣
髴
と
さ
せ
る
役
者
の
動
作
に
際
立
っ
た

特
徴
が
あ
り
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
は
極
め
て
高
い
。
し
か
し
、
歌
唱
・

台
詞
と
も
古
め
か
し
い
閩
南
語
で
、
動
員
で
き
る
観
客
数
は
ご
く
少
数
で

あ
る
た
め
、
現
在
公
演
を
実
施
し
て
い
る
の
は
公
設
の
一
劇
団
の
み
と
い

う
状
況
で
あ
る
。
梨
園
戯
は
一
例
に
過
ぎ
な
い
が
、
同
様
に
公
的
な
保
護

政
策
な
し
に
は
保
存
は
不
可
能
と
い
う
伝
統
劇
は
少
な
く
な
い
。

要
す
る
に
、
最
大
の
問
題
は
愛
好
者
の
高
年
齢
化
と
減
少
で
あ
る
。
特

に
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
は
、
め
ざ
ま
し
い
技
術
革
新
に
よ
っ
て
無
数
の

視
聴
覚
娯
楽
が
世
に
溢
れ
、
こ
れ
が
大
多
数
の
若
者
の
支
持
を
集
め
る
一

方
、
古
色
蒼
然
た
る
伝
統
地
方
劇
に
対
す
る
若
年
層
の
興
味
は
確
実
に
低

下
し
つ
つ
あ
る
。
日
本
で
も
類
似
し
た
状
況
は
あ
る
が
、
多
種
多
様
の
伝

統
文
化
を
有
す
る
中
国
で
は
、
そ
の
存
続
と
保
護
を
担
う
関
係
者
に
と
っ

て
は
頭
の
痛
い
問
題
で
あ
る
。

中
国
の
若
者
の
古
典
演
劇
離
れ
の
原
因
は
、
Ｔ
Ｖ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
の
新
メ
デ
ィ
ア
の
介
し
た
娯
楽
の
普
及
ば
か
り
で
は
な
い
。
前
述
の
よ

う
に
、
地
方
劇
は
特
定
地
域
の
民
謡
の
旋
律
に
上
に
歌
詞
や
台
詞
を
の
せ

て
演
じ
ら
れ
る
。
も
と
も
と
演
劇
の
歌
や
言
い
回
し
は
非
常
に
特
殊
で
、

理
解
に
は
相
応
の
知
識
と
経
験
を
要
す
る
た
め
、
若
者
に
は
ハ
ー
ド
ル
が

高
い
。
加
え
て
、
近
年
全
国
的
な
普
通
話
（
標
準
語
）
の
普
及
に
よ
る
方

言
勢
力
の
後
退
が
進
み
、
方
言
語
彙
を
多
用
す
る
地
方
劇
の
内
容
を
理
解

す
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
の
で
あ
る
。
こ

の
た
め
、
最
近
は
伝
統
地
方
劇
公
演
の
際
、
舞
台
横
に
電
光
掲
示
板
を
設

置
し
、
歌
詞
や
台
詞
を
文
字
で
表
示
す
る
方
式
が
一
般
化
し
て
い
る
。
ま

た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
Ｔ
Ｖ
放
映
用
に
制
作
さ
れ
る
場
合
は
、
歌
の
部
分
の
み
は

標
準
語
に
替
え
て
演
じ
る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
は
本
来
の
伝
統
劇
の
姿
を

壊
す
こ
と
に
も
な
る
の
だ
が
、
現
状
で
は
や
む
を
得
な
い
と
言
う
こ
と
な

の
で
あ
ろ
う
。

終
わ
り
に

中
国
に
お
い
て
名
実
共
に
無
形
文
化
財
の
王
座
を
占
め
る
古
典
伝
統
地

方
劇
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
急
速
に
進
む
欧
化
の
流
れ
に
押
さ
れ
一
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様
に
退
潮
傾
向
に
あ
る
伝
統
民
間
芸
能
の
中
に
あ
っ
て
極
め
て
重
要
な

位
置
を
占
め
て
い
る
。
そ
も
そ
も
近
世
以
降
の
中
国
社
会
に
お
い
て
、
演

劇
は
中
国
人
、
殊
に
文
字
文
化
へ
の
接
近
が
困
難
で
あ
っ
た
一
般
庶
民
に

と
っ
て
、
最
も
普
遍
的
な
娯
楽
で
あ
っ
た
。
と
同
時
に
、
演
劇
は
彼
ら
が

暮
ら
す
地
域
に
根
を
張
る
種
々
の
社
会
制
度
や
規
範
…
信
仰
・
宗
族
・
職

業
等
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
。
人
々
が
日
常
生
活
の
中
で
感
得
す
る

様
々
な
感
情
・
精
神
は
、
演
劇
を
通
し
て
最
も
ス
ト
レ
ー
ト
に
表
現
さ
れ

続
け
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
如
実
に
反
映
す
る
の
が
、
今
日
な
お
全
国
各

地
に
数
多
く
残
さ
れ
る
伝
統
古
典
演
劇
用
の
舞
台
、
い
わ
ゆ
る
「
古
戯

台
」
で
あ
る
。
古
戯
台
は
、
都
市
部
・
郷
村
部
を
問
わ
ず
、
中
国
の
至
る

所
で
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
宗
祠
（
父
系
家

族
の
先
祖
を
祀
る
祠
）・
神
廟
（
土
地
神
・
氏
神
を
主
神
と
す
る
道
廟
）・
市
場
・

会
館
（
同
郷
人
会
）
と
い
っ
た
場
所
に
設
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
演
劇
は

地
域
社
会
に
根
ざ
す
大
小
様
々
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
活
動
の
中
心

で
あ
っ
て
、
芝
居
の
上
演
場
所
は
そ
の
拠
点
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

近
年
、
伝
統
地
方
劇
上
演
の
中
心
は
都
市
部
の
近
代
的
設
備
を
持
つ
劇

場
に
移
り
、
商
業
的
な
公
演
と
し
て
行
な
わ
れ
る
の
が
一
般
的
に
な
っ
て

き
た
。
そ
の
一
方
、
昔
な
が
ら
の
古
戯
台
で
の
演
劇
上
演
は
、
季
節
ご
と

の
節
句
や
主
神
の
生
誕
祭
な
ど
に
お
い
て
伝
統
行
事
の
一
環
と
し
て
行

な
わ
れ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
結
果
、
古
戯
台
は
上

演
用
の
舞
台
と
い
う
本
来
の
機
能
を
失
い
、
次
第
に
観
光
用
風
物
と
し
て

の
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
る
。
次
世
代
に
続
く
愛
好
者
の
確
保
と
、
俳
優
を

含
め
た
劇
団
の
経
済
的
基
盤
の
確
立
は
古
典
演
劇
の
保
存
に
と
っ
て
第

一
の
命
題
で
、
そ
の
意
味
で
伝
統
地
方
劇
の
興
業
化
は
必
然
の
趨
勢
と
言

え
よ
う
。
た
だ
、
興
味
深
い
の
は
、
最
近
上
海
や
蘇
州
等
の
長
江
下
流
一

帯
の
大
都
市
で
、
道
観
や
城
隍
廟
の
よ
う
な
宗
教
活
動
の
場
の
他
に
、
商

業
地
の
繁
華
街
や
急
速
に
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
す
る
郊
外
開
発
区
の
集
合

住
宅
の
よ
う
な
場
所
に
も
、
新
た
に
伝
統
様
式
を
模
倣
し
た
野
外
舞
台
が

次
々
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
種
の
模
倣
舞
台
が
伝
統
劇

の
実
演
に
供
さ
れ
る
こ
と
は
恐
ら
く
稀
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
で
も
こ
れ

は
、
中
国
人
に
と
っ
て
演
劇
用
の
舞
台
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
あ
る
種
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
の
意
味
を
保
ち
続
け
て
い
る
こ
と
の
証
で
あ
る
。
彼
ら
の

潜
在
意
識
の
中
に
は
、
最
も
身
近
な
文
化
的
表
現
手
段
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
社
会
の
結
束
を
確
か
め
る
方
法
と
し
て
の
演
劇
の
存
在
が
あ
る
の

で
あ
る
。

上海市城隍廟脇の模倣古戯台

蘇州千灯鎮広場の新設舞台


